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総
務
省
消
防
庁
は
、
救
急
車
が

１
１
９
番
通
報
を
受
け
て
か
ら

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間

が
、
２
０
２
３
年
は
全
国
平
均

で
約
１
０
．
０
分
だ
っ
た
と
発

表
。
２
２
年
よ
り
０
．
３
分
短

縮
し
た
が
、
過
去
２
番
目
の
長

さ
だ
っ
た
。
出
動
件
数
は
２
２

年
比
５
．
７
％
増
の
７
６
３
万

８
５
５
８
件
で
、
過
去
最
多
を

更
新
す
る
。

消
防
庁
の
担
当
者
は
「
出
動
が

増
加
し
て
、
最
寄
り
の
救
急
隊

が
現
場
に
向
か
え
な
い
ケ
ー
ス

が
増
え
た
」
と
分
析
。
救
急
車

を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
場
合

は
、
電
話
相
談
窓
口
「
＃
７
１

１
９
」
を
利
用
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
。
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
の
時
間
が
１
０
分
以
上

２
０
分
未
満
だ
っ
た
の
は
３
９
．

９
％
、
２
０
分
以
上
か
か
っ
た

の
は
４
．
２
％
だ
っ
た
。

２
月
２
日
に
第
３
７

回
社
会
福
祉
士
国

家
試
験
が
実
施
さ

れ
る
。
今
年
度
の
社

会
福
祉
士
国
試
の

受
験
を
申
込
者
数

は
３
万
１
１
８
６

人
。
昨
年
度
の
受
験
者
数
と
比
べ
、

３
３
５
３
人
少
な
か
っ
た
。
今
年
度

の
数
字
は
あ
く
ま
で
受
験
申
し
込
み

者
数
。
実
際
の
受
験
者
数
は
こ
こ
か

ら
減
る
可
能
性
が
あ
る
。
受
験
者
数

の
減
少
は
２
年
連
続
。
今
年
度
は
過

去
２
０
年
で
最
も
少
な
く
な
る
。

資
格
創
設
当
初
は
数
千
人
ほ
ど

だ
っ
た
社
会
福
祉
士
国
試
の
受
験
者

数
は
、
２
０
０
２
年
度
の
第
１
５
回

で
初
め
て
３
万
人
を
突
破
。
２
０
０

４
年
度
の
第
１
７
回
で
４
万
人
を
超

え
、
２
０
１
８
年
度
の
第
３
１
回
ま

で
１
５
年
間
に
わ
た
り
４
万
人
台
で

推
移
し
て
い
た
。
ピ
ー
ク
は
２
０
０

８
年
度
の
第
２
１
回
の
４
万
６
０
９

９
人
。
近
年
、
社
会
福
祉
士
国
試
は

合
格
率
の
上
昇
傾
向
が
目
立
つ
。
昨

年
度
は
過
去
最
高
の
５
８
．
１
％
。

そ
の
結
果
、
合
格
者
数
も
初
め
て
２

万
人
を
上
回
り
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

今
年
度
の
合
格
率
や
合
格
者
数
は

ど
う
な
る
の
か
。
発
表
日
は
３
月
４

日
だ
。

これらの睡眠の変化は、上昇した深部体温の大幅
な低下（放熱）と関連していた。人工炭酸泉と塩化物
泉のグループでは、熱放散の増加と深部体温の低下が
観察された。また、アンケートでは、塩化物泉の入浴

後に疲労感が強く出ていた。

介
護
職
で
組
織
す
る
労
働
組
合
「UA

ゼ
ン
セ
ン
日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ

オ
ン
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
」
は
、
最
新
の
「
賃

金
実
態
調
査
」の
結
果
を
公
表
。

月
給
制
で
働
く
介
護
職
の
昨
年
７
月

の
平
均
月
給
は
２
６
万
５
７
１
１
円
。

処
遇
改
善
加
算
の
拡
充
な
ど
国
の
施

策
の
効
果
も
あ
り
、
同
年
３
月
と
比

べ
て
７
４
１
４
円
上
が
っ
て
い
た
。

た
だ
、
全
産
業
平
均
と
の
格
差
は
拡

大
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
は
５
万

５
６
４
０
円
、
昨
年
は
６
万
４
４
８

９
円
。
人
材
確
保
や
離
職
防
止
に
向

け
て
縮
小
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
逆

に
８
８
４
９
円
拡
が
っ
て
い
た
。

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
を
含
む
年
収
で
み
る

と
格
差
は
更
に
大
き
い
。
介
護
職
の

２
０
２
３
年
の
平
均
は
３
９
６
万
１

０
０
０
円
。
全
産
業
平
均
は
５
０
６

万
９
４
０
０
円
で
、
そ
の
差
は
１
１
０

万
８
４
０
０
円
だ
っ
た
。
前
年
よ
り
６

万
６
７
０
０
円
拡
が
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｃ

Ｃ
Ｕ
の
染
川
朗
会
長
は
会
見
で
、
「
給

与
格
差
が
拡
大
す
れ
ば
人
手
不
足
に

拍
車
が
か
か
る
」
と
改
め
て
警
鐘
を

鳴
ら
す
。
そ
の
う
え
で
、
「
次
の
介
護

報
酬
改
定
ま
で
待
て
な
い
。
臨
時
改

定
も
含
め
て
早
急
に
対
策
を
講
じ
る

べ
き
だ
」と
訴
え
る
。

今月の１枚

「梅」

介
護
職
と
全
産
業
の
給
与
格
差

ゆ
で
卵
の
「最
適
な
作
り
方
」を
発
表

厚
労
省
は
今
年
度
の
補
正
予
算
で
、

経
営
環
境
が
厳
し
い
訪
問
介
護
の

事
業
者
へ
の
新
た
な
支
援
策
を
講

じ
る
。

複
数
の
小
規
模
な
事
業
者
が
連

携
し
、
共
に
人
材
確
保
や
経
営
改

善
を
図
る
協
働
化
・
大
規
模
化
の

取
り
組
み
に
補
助
を
出
す
。

１
つ
の
事
業
者
グ
ル
ー
プ
あ
た
り

最
大
で
２
０
０
万
円
。
対
象
経
費

と
し
て
は
、
人
材
の
一
括
採
用
、

合
同
研
修
会
の
開
催
、
物
品
の
共

同
購
入
、
人
事
管
理
や
請
求
業
務

の
シ
ス
テ
ム
の
共
通
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
を
あ
げ
る
。

補
助
対
象
の
要
件
は
、
事
業
者
グ

ル
ー
プ
の
中
に
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
小
規
模
な
法
人
を
含
む

こ
と
と
し
た
。

◯

１
法
人
で
１
つ
の
事
業
所
を

運
営
す
る
法
人

◯

事
業
所
の
月
の
延
べ
訪
問
回

数
が
平
均
２
０
０
回
以
下
の
法
人

求人のお知らせ 当社では新しい仲間を募集しています。
詳しくはQRコードをチェック！

ゆ
で
卵
の
最
適
な
作
り
方
を
科
学

的
に
突
き
止
め
た
論
文
を
、
イ
タ
リ

ア
の
研
究
チ
ー
ム
が
国
際
学
術
誌

に
発
表
。
１
０
０
度
の
熱
湯
と
３
０

度
の
水
を
用
意
し
、
殻
付
き
の
生
卵

を
交
互
に
２
分
ず
つ
計
１
６
回
浸

す
。
他
の
調
理
法
よ
り
栄
養
価
が
高

く
、
食
感
も
優
れ
て
い
る
と
い
い

「
周
期
調
理
」と
命
名
。
チ
ー
ム
に
よ

る
と
、
黄
身
は
約
６
５
度
、
白
身
は

約
８
５
度
で
固
ま
る
た
め
、
１
０
０

度
で
固
ゆ
で
す
る
と
黄
身
が
粉
っ

ぽ
く
な
る
。
ゆ
で
時
間
の
短
い
半
熟

卵
は
黄
身
の
水
分
が
増
す
分
甘
味

が
減
る
。

６
０
～
７
０
度
で
約
１
時
間
温
め
る
調

理
法
は
、
全
体
的
に
ク
リ
ー
ミ
ー
な
食

感
に
な
る
が
、
白
身
が
完
全
に
固
ま
ら

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
卵
内
部
の

温
度
と
調
理
時
間
の
推
移
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
計
３
２
分
か
け
て
、
卵
を

熱
湯
の
鍋
と
３
０
度
の
ボ
ウ
ル
に
交
互

に
計
１
６
回
浸
し
た
後
、
流
水
で
冷
や

す
周
期
調
理
を
考
案
。
白
身
の
温
度
は

３
５
～
１
０
０
度
で
変
動
す
る
一
方
、

黄
身
は
約
６
７
度
に
保
た
れ
る
。
周
期

調
理
の
白
身
は
、
６
０
～
７
０
度
で
長

時
間
温
め
る
調
理
法
と
半
熟
卵
の
中
間

の
食
感
で
き
れ
い
に
固

ま
っ
て
お
り
、
黄
身
は
甘
味

や
風
味
の
点
数
が
高
か
っ
た
。

訪
問
介
護
の
支
援

厚
労
省

救
急
車
の
現
場
到
着
１
０
．
０
分

今
年
度
の
社
会
福
祉
士
国
試

◯

事
業
所
の
職
員
数
が
常
勤

換
算
で
平
均
５
人
以
下
の
法
人

◯

事
業
所
が
全
て
中
山
間
地

域
、
離
島
な
ど
に
所
在
す
る
法

人

※
 

訪
問
介
護
、
夜
間
対
応
型
訪

問
介
護
、
定
期
巡
回
・随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
が
対
象

こ
の
ほ
か
今
回
の
補
助
金
で
、

事
業
所
の
協
働
化
・
大
規
模
化

に
取
り
組
ん
で
い
な
い
事
業
者

も
支
援
す
る
。
例
え
ば
、
人
材
や

利
用
者
の
確
保
に
向
け
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
・
改
修
、
広
報

宣
材
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ

等
）
の
作
成
・
印
刷
な
ど
に
充
て

る
経
費
と
し
て
、
１
事
業
所
あ

た
り
最
大
３
０
万
円
を
補
助
す

る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
研
修
の

受
講
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕

組
み
作
り
に
充
て
る
経
費
と
し

て
、
１
事
業
所
あ
た
り
最
大
１

０
万
円
を
補
助
す
る
。
新
人
ヘ

ル
パ
ー
の
利
用
者
宅
へ
の
同
行

支
援
や
登
録
ヘ
ル
パ
ー
の
常
勤

化
な
ど
も
補
助
の
対
象
と
す
る
。



（編集・発行）サン介護マッサージ営業部
神奈川県厚木市中町2‐１‐１ （コールセンター）046-401-1580

株式会社サンメディカルは「かながわSDGｓパートナー（第６期）」に登録されました

令和7年度にかわる事！

営業所 秦野・平塚・厚木・相模原・藤沢・横浜・川崎・大和横浜・沖縄＊横浜南営業所

冬から春にかけての急な寒暖差で自律神経のバランスが崩れて
しまう『春バテ』が出てしまいます。症状は、イライラ、だるさ、やる
気が出ないなどです。ツボで春バテを解消しましょう！

4月
・建築基準法・建築物省エネ法の改正 ＊原則すべての住宅・建築物に省エネ基準適合を義務付け

・育児介護休業法の改正（2025年4月施行分）＊残業免除等
・育児休業給付金の延長手続きが厳格化 ＊本人の申告内容なども提出が必要に

・雇用保険法の改正（2025年4月施行分）
１)自己都合離職者の給付制限の見直し 2）育児休業給付の財政基盤の強化 3）雇止めによる離職者の基本手当
改正 4）就業促進手当の廃止等

・福祉・介護職員等処遇改善加算への完全移行
・労働安全衛生規制の改正 ＊一人親方にも危険個所で保護義務

・貨物軽運送の「安全管理者」選任義務化 ＊安全対策強化のため安全管理者の選任・届出を義務付け

・職業紹介事業者の紹介 ＊手数料率の実績公開義務化

・障がい者雇用の除外率の引き下げ ＊障がい者の就業が一般的に困難な業種について障がい者の雇用

義務を軽減する「除外率」が一律10ポイント引き下げられ、「警備業・介護老人保健施設・介護医療院」の3業
種が新たに除外設定業種へ

・公益法人制度の改正 ＊資金活用の自由度が増し、柔軟に事業展開しやすくなる一方、ガバナンスの充実

や透明性の向上を図るよう努めるべき旨を規定で設けるなど3つの改正ポイントがあります

・一般事業主行動計画の策定・変更の仕組みの変更
・車の車庫証明シールが廃止・車検更新、「1ヵ月前から」を「2ヵ月前から」に緩和
・大阪万博がスタート（4月13日） 10月13日までの半年間開催。

5月
・流通業務総合効率化法・貨物自動車運送事業法の改正
・戸籍に氏名のふりがなを追加

6月
・ゆうちょ銀行が振替小切手帳の交付などの料金値上げ

7月
・高速道路の深夜割引の見直し

8月
・衣類の取り扱い表示のJIS改正の経過措置終了
＊洗濯時などの衣類の取り扱い表示に関わる「JIS  L0001」を改正

10月
・育児介護休業法の改正/雇用保険法の改正（2025年10月施行分）
・改正住宅セーフティネット法の施行 ＊高齢者、障がい者、低所得者など住宅の確保に特に配慮を必

要とする人に対して、民間賃貸住宅への入居を支援するための法律です。高齢者の入居が拒否されてしまうと
いった課題に対応するため法改正

・マイクロソフトによるWindows10のサポート終了
12月
・従来の健康保険証の有効期限切れ
・建築業法・公共工事適正化促進法の改正

合谷（ごうこく）

今月のおすすめツボ
『合谷(ごうこく)』
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